




















































要約

　日本では避妊の選択肢や情報・サービスの場が少なく、正しい避妊情報を得る機会が少

ないといわれてきた。避妊の知識や実行が不十分であれば、当然その結果は「望まない妊

娠」や「望まない出産」、「人工妊娠中絶」につながる。これはリプロダクティブ・ヘルス

のうえで大きな問題である。

　研究では、まず大学生にアンケート調査を実施し、若者たちがどこから避妊の情報を得

て、どのように避妊を実行しているのかを調べ、その問題点を探った。その結果わかった

ことは、避妊の情報源の第一位は雑誌、第二位は学校教育、第三位は友人から、というも

のであった。そこで、第一位の雑誌の避妊情報の内容について調べた。また、学校教育に

おける避妊の扱いについて性教育の専門家にヒヤリングを行った。

　調査の結果、若者が得ている避妊の情報量は少なく、不正確だったり間違った情報も多

く、正しい情報ヘアクセスする権利が保障されていないことがわかった。また、避妊の実

行には避妊方法の知識だけでなく、男女の対等な人間関係や十分なコミュニケーションが

必要である。避妊を含む性の自己決定力を育てるにはどうしたらいいのか、そのためには

どんな対策が必要なのかを考察した。


